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本校は、各教科等を合わせた指導を教育課程の中心においている学校です。今年度は知的障害の
ある児童生徒が自ら内面を働かせて取り組む授業づくりを「個別最適な学び」と「協働的な学び」
を手がかりに、「遊びの指導」「生活単元学習」「作業学習」の授業で取り組んで参りました。授
業等をご参観いただき、ご意見をいただけましたら幸いです。

千葉大学教育学部長 藤川 大祐 校長 辻 耕治

令和８年２月13日（金）
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※受付、全体会Ⅰ、ポスター発表、全体会Ⅱは、学校の隣の長沼原勤労市民プラザで行います。

公開授業 学部の研究テーマ 助 言 者 共同研究者

小学部
遊びの指導

「遊びの指導における児童一人一人
に期待する活動と学びの見取りに

 視点を当てた授業づくり」
-遊びを通した学びのつながりを意識して－

千葉大学教育学部

教授 砂上 史子

千葉大学教育学部
准教授

石田 修

中学部
生活単元学習

「一人一人が目的をもって共に活動
できる生活単元学習の授業づくり」
-協働的な学びに生かすロイロノートｰ

帝京大学大学院教職
研究科

准教授 爲川 雄二

千葉大学教育学部
准教授

真鍋 健

高等部
作業学習

「生徒が活動に意義や価値を感じら
れる作業学習の授業づくり」
ｰ地域に開かれた作業学習の取り組みを通してｰ

植草学園大学発達教
育学部 発達支援教
育学科特別支援教育
コース

准教授 髙瀬 浩司

千葉大学教育学部
准教授

宮寺 千恵
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「知的障害児教育における

協働的な学びとICT」
帝京大学大学院教職研究科

准教授 爲川 雄二
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本校のホームページ、または右記の二次元バーコードを読み取り、第53回公開研究会申込フォーム
から、お申し込みください。https://forms.office.com/r/bQAK7GNLPJ
お電話での申し込みはできません。

～令和8年2月2日（月）まで
1,000円（会場代他）。当日、受付でお納めください。
学校付近には飲食店や店舗等がありません。希望者は申込フォームで予約（お弁当・お茶1,000円税込）
をしてください。当日、集金し、引換券をお渡しいたします。もしくは各自、ご持参ください。
情勢によって会場や実施方法の変更があった場合は、申し込まれたメールアドレスに連絡いたします。
感染症の状況により、公開による開催が難しい場合、オンデマンド視聴で対応させていただきます。

申
込
方
法
等

※申込時に希望学部を選択していただきます。

第53回

【申込期間】
【参 加 費】
【昼食について】

【諸 連 絡】

■後 援 千葉県教育委員会 千葉市教育委員会
■問合せ先 千葉大学教育学部附属特別支援学校 研究部

〒263-0001 千葉市稲毛区長沼原町312 【TEL】043-258-1111【FAX】043-258-9303

ホームページアドレス http://yougo.e.chiba-u.jp/

令和の教育的ニーズを踏まえた各教科等を合わせた指導
～授業づくりを通して～

（2次案内）



■研究紀要について
今年度の研究紀要については、令和８年度４月以降にPDFファイルを学校ホームページに記載いたしますので、ご覧ください。
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遊びの指導では、自由遊びを
主としており、一人一人の子ど
もが生き生きと主体的に遊ぶこ
とを大切にしています。そうし
た遊びには、友達同士が関わり
合ったり、自分なりの目的に向
けて試行錯誤したり、多様な学
びの機会が含まれています。本
単元は今年度3回目の遊びの指
導単元となります。遊びがより
充実し、学び豊かな授業となる
よう、子ども達の興味関心や発
達を良く考えながら、場作りや
授業の展開、教師の働きかけな
どを検討しています。

小 学 部 中 学 部 高 等 部

遊びの指導 生活単元学習 作業学習

JR稲毛駅東口より

JR西千葉駅北口または

JR稲毛駅東口より

京成勝田台駅南口より

JR四街道駅北口より

生活単元学習では、生徒一人
一人が主体的に参加し、互いに
影響を与え合いながら活動でき
る授業を目指しています。生徒
の興味関心、時期や課題に合わ
せて設定するテーマや目標に向
けて様々な活動に取り組み、達
成感や成就感を味わったり、自
信や自己肯定感を高めたりし、
「人と関わる力、自己決定する
力、課題を解決する力」などに
つなげていきたいと考えていま
す。

高等部では、日々の生活や学習
で培ってきた力を基に、将来、社
会の一員として働き、自立した生
活を送ることのできる生徒の育成
を目指しています。そこで作業学
習では、自分の役割を果たす力、
人と関わる力を身に付けること、
それらを積み重ねることを大切に
しています。個々の対応力を高め、
地域や社会とのつながりを広げて
いくための経験や自信などを、実
体験を通じて学んでいけるよう取
り組んでいます。

京成バス千葉イースト＜ヴィルフォーレ稲毛経由＞山王町行き、長沼原住宅下車、徒歩5分（約25分、運賃330円）
※ 本 校 に 近 い の は 、 長 沼 原 公 園 下 車 、 徒 歩 3 分 （ 約 2 6 分 、 運 賃 3 6 0 円 ） と な り ま す 。

タクシー（約25分、約3,000円）

京成バス千葉イースト・草野車庫行き（7:35、8:00、8:45発）、長沼原町下車、徒歩15分（約12分、運賃200円）

京成バス千葉イースト・スポーツセンター行き（7:40、9:10発）、曙農場下車、徒歩15分（約18分、運賃350円）

一人一人が責任をもって
役割を果たすよ！

全員でやり遂げる目的に向かって
協力するよ！

いろいろな遊びに夢中、
仲間と一緒に挑戦するよ！

※令和7年9月末時点での時刻、料金です。各交通機関をご利用の際は、最新の情報をご確認ください。

●駐車場もあります
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